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１．はじめに 

コンクリート用高炉スラグ粗骨材には，数 mm 程

度の気泡が多数存在しており，吸水率が高い。その

ため，コンクリートへ配合する際の骨材の水分管理

が困難であり，粗骨材としての JIS 規格があるもの

の，あまり普及していない。 

しかし，近年，新しい冷却・凝固プロセスによ

り，気孔を大幅に低減させた新高炉スラグ粗骨材が

開発された 1)-2)。新高炉スラグ粗骨材は吸水率が

低く，普通コンクリートの配合試験で天然石等

同等以上の品質であることが確認された 3）。現

在，コンクリート用粗骨材の約 20%に石灰石粗

骨材が使用されており，コンクリート材料とし

て重要な位置を占めるようになっている。吸水

率が石灰石粗骨材並みの新高炉スラグ粗骨材

は，近年不足気味の石灰石の代替になることが

期待される。 

  本研究では，新高炉スラグ粗骨材のコンクリート

への活用を目的とし，蒸気養生を施したコンクリー

トの硬化後の物性を確認し，プレキャスト製品への

活用の可能性について検討を行った 

2.実験概要 

2.1使用材料および配合条件 

 表-1に使用材料，表-2に配合条件を示す。 

2.2養生条件 

 前置き 0.5 時間とし，最初の 24 時間を，図-1 の条

件で蒸気養生を行った。その後，室温 20℃，湿度

60%の環境下にて，気中養生を行った。   

2.3試験項目 

（１）フレッシュ性状試験 

  スランプ試験および空気量試験を JIS A 1101およ

び JIS A  1150に準拠して行った。  

表-1使用材料 

材料 種類 
密度

(g/cm³) 
吸水率

(%) 

セメント 

C 
普通ポルトランド 

セメント 
3.16 

- 

BFS 
高炉スラグ微粉末 

(4000ブレーン) 
2.89 

- 

細骨材 S 神奈川県山北産川砂 2.69 1.46 

粗骨材 G 

新高炉スラグ粗骨材 2.81 0.5 

相模原産砂岩 2.65 2.0 

山口県産石灰石 2.69 0.3 

混和剤 Ad 高性能 AE減水剤 - - 

 

表-2配合条件 

粗骨材 

 

W/C 

(%) 

 

s/a 

(%) 

単位量 
(kg/m³) 

Ad 

(C×%) 
W C BFS S G 

新高炉

スラグ

粗骨材 
34.0 50.0 168 250 250 871 

928 

0.7 

砂岩 875 

石灰石 888 

新高炉

スラグ

粗骨材 
55.0 54.0 168 153 153 1005 

919 

0.5 

砂岩 866 

石灰石 879 

 

 

図-1蒸気養生 
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（２）圧縮強度試験 

圧縮強度試験を JIS A 1108に準拠して行った。 

（３）乾燥収縮試験 

乾燥収縮試験を JIS A 1129-3に準拠して行った。 

（４）爆裂試験 

 電気炉内にΦ100×200mmの供試体を入れ， 3℃/minで

温度を上昇させた。供試体温度が，700℃および 1000℃

で加熱終了とした。加熱終了後，炉内で冷却し，圧縮

強度を測定した。      

3.実験結果・考察 

 フレッシュ性状を表-3 に示す。新高炉スラグ粗骨材

を用いた場合，スランプ値が石灰石，砂岩の 2 種類と

ほぼ同等の値であることが確認された。 

 各粗骨材配合コンクリートの圧縮強度を図-3 に示

す。材齢 28 日では，石灰石が最も圧縮強度が高くなっ

たが，新高炉スラグ粗骨材は，砂岩とほぼ同等の圧縮

強度であった。 

 材齢別の長さ変化を図 4 に示す。砂岩を用いたコン

クリートに比較して，石灰石および新高炉スラグ粗骨

材を用いたコンクリートは収縮量が小さいことが確認

された。粗骨材のみの乾燥収縮量は砂岩，石灰石，新

高炉スラグの順に，300，50，100μ（乾燥期間半年）

であったことから，コンクリートの収縮量の差は粗骨

材の乾燥収縮量の差に起因すると推測される． 

 加熱温度と圧縮強度残存率の関係を図-5 に示す。

700℃では，新高炉スラグ粗骨材，砂岩，石灰石の順序

で残存率が高いことが確認された。また 1000℃では石

灰石と砂岩の順序が逆転したが，耐爆裂性の高いとい

われる砂岩より新高炉スラグ粗骨材が高い耐爆裂性を

有していることが確認された。新高炉スラグ粗骨材は

高炉スラグの一種で，製造時に高温環境下に晒された

ことによって，高い耐爆裂性能を保持していたと考え

る。 

4.まとめ 

（1）新高炉スラグ粗骨材を用いた場合においても，天

然骨材と同性能の圧縮強度が確認された。 

（2）石灰石に比べ新高炉スラグ粗骨材の方が乾燥収縮

量は小さいことが確認された。 

（3）新高炉スラグ粗骨材が耐爆裂性は高いことが確認

された。 
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表-3 フレッシュ性状 

粗骨材 
W/C 

(%) 

s/a 

(%) 

スランプ 
(cm) 

空気量 

(%) 

新高炉スラグ

粗骨材 
34.0 50.0 

20.0 5.0 

砂岩 20.7 4.0 

石灰石 20.8 4.6 

 

図-3 各粗骨材配合コンクリートの圧縮強度 

 

 

図-4 長さ変化測定結果 

 

図-5 加熱温度と圧縮強度の関係
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